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２月２９日（木）に６年生を送る会を行ないました。 

会に先駆け、１年生が似顔絵付きの招待状を作って届け、３～５年生

が廊下と体育館を華やかに飾り付けました。会では、６年生への感謝の

気持ちを、歌、ダンス、ゲーム、クイズ、一人一人へのメッセージ等で

表わしました。また、学年の出し物の他にも、色紙と金メダル（どちら

も似顔絵付き）を６年生にプレゼントしました。下級生の「６年生大好

き」「６年生ありがとう」という気持ちが６年生にしっかり伝わり、笑顔

が最高に輝いていました。 

６年生の発表では、６年生と下級生が「借り人競争」を通してひとと

きのふれあいを楽しみました。下級生思いの６年生らしさが表われた素

敵な企画でした。校長からの話の最後には、サプライズで「３６５日の紙

飛行機」を職員全員で歌い、紙飛行機も飛ばしました。フィナーレのくす

玉も無事に割れ、「今までありがとう！中学校でもがんばってね」の文字

で６年生を激励しました。 

企画と運営を担った実行委員会の子どもたちの働きぶりも実にすばらしく、６年生を送る 

会のスローガン「ありがとうの気持ちを真剣に届けよう」は見事達成されました。卒業まで 

残り約３週間。一日を大切にして別れを惜しんでほしいと思います。 
 

 
 
 
 
 
 
 

＜３月の主な行事予定＞ 
4日（月） ５時間授業 13日（水） 卒業式練習 

5日（火） エコと安全の日  14日（木） 短縮４時間 

6日（水） 卒業式練習 短縮４時間 ＡＬＴ 

ぽら～の 

15日（金） 修了式 ５年式場準備 

7日（木） 卒業式練習 18日（月） 卒業式 

8日（金） 卒業式練習 ワックス塗り 20日（水） 春分の日 

11日（月） 東日本大震災の日集会 22日（金） 離任式 

12日（火） 修了式予行  4月 5日（金） 始業式 

ふるさとに学び ふるさとを愛す 心の温かい思いやりのある人 を目指して 

新小だより

６年生に感謝の思いを込めて～６送会～



１月２６日（金）は２・３年生のスケート教室、２月２日（金）は４・５・６年生のスキー教室を行な

いました。どちらも長年取り組んでいる新堀小学校伝統の行事です。今年は暖冬で雪不足も心配されま

したが、どちらも無事に開催することができました。 

 今年度、２年生は親子レクでもアイスアリーナを利用しました。その時の経験が生かされ、子どもたち

は短時間で氷に慣れ、歩いたり滑ったりする距離がみるみるうちに長くなっていきました。時間いっぱ

いスケートの楽しさを味わって帰って来ました。 

スキー教室は、ゲレンデがアイスバーン状態になっているところもあり、安全を最優先して指導して

いただきました。どのグループの子どもたちも、指導者の方の話を真剣に聞き、滑るときのポイントをし

っかりと理解して練習に取り組みました。この日初めてスキーに挑戦した子も何人かいましたが、けが

をする子もなく、最終的には全員がリフトに乗って滑り降りてくることができました。指導者の方に「途

中で投げ出す子もなく、ひたむきにがんばる姿に感動しました。」と嬉しい言葉もいただきました。スケ

ート教室並びにスキー教室では、スケート連盟公認指導員の皆様、花巻プルークボーゲンアカデミーの

皆様、そして新堀体育協会の皆様に懇切丁寧にご指導を 

していただきました。本当におかげさまでした。また、 

スケート教室では、靴の着脱等をお家の方々にも手伝っ 

ていただきました。お忙しい中お集まりいただいた皆様、 

ありがとうございました。そして、服装や用具など、準 

備にご協力をいただいたお家の皆様にも感謝申し上げま 

す。本当にありがとうございました。 

 

 ２月２２日（金）は今年度最後の学習参観、学

級懇談会、ＰＴＡ専門部会でした。 

授業を通して、子どもたちのこの１年の成長を

見ていただくことができました。 

今回は、学級懇談会の前に、臨時ＰＴＡ総会を開き、創立１５０周年の

記念事業に関わる会則等について提案し、承認していただきました。来年

度のＰＴＡ活動並びに１５０周年に関わる事業の推進をどうぞよろしくお願いいたします。  

２月２４日（土）に、大迫にある「神楽の館」で「大償神楽後継者交流

会」が開催されました。千刈田神楽も招待され、神楽クラブの６年生５名

が、厳かな雰囲気の中で膳舞を堂々と披露してきました。他の団体の舞に

も劣らない実に見事な舞でした。２月２８日（水）には、神楽クラブの

「６年生を送る会」が行なわれました。６年生と下級生がそれぞれ舞を披

露しました。６年生の最後の舞を目に焼き付け、道具と神楽を大切にする思いを継承した下級生。仲

間と共に練習に励み、神楽の伝統を守っていくことを６年生に誓いました。 

                                                  


